
 

第３回 JET 地域国際化塾 
～JET 青年による魅力発信を通じた地域への貢献～ 

 
 

総務省自治行政局国際室 
 
 

平成３０年１１月７日（水）～９日（金）の３日間にわたり、青森県において

「JET 青年による魅力発信を通じた地域への貢献」をテーマとして第３回 JET
地域国際化塾を開催しました。 
 
  
１．趣 旨 

人的交流プログラムである JET プログラムの参加者は、地域社会との関わ

りを積極的に持つことを通じ、日本社会や日本人についての理解を深めるとと

もに、帰国後は日本と母国の架け橋となることが期待されている。 
JET 地域国際化塾は、JET 青年に対して、地域づくり活動の事例視察やグ

ループワークなどを通じて、地域の魅力についての理解を深め、地域への参加・

貢献について考えてもらうことを目的として、これまで２回開催しており、平

成３０年度は青森県との共催で実施したもの。（第１回は平成２７年度に石川

県で、第２回は平成２９年度に茨城県で開催。） 
 

２．日 程 
平成３０年１１月７日（水）から１１月９日（金）まで 

 
３．会 場 

青森県観光物産館アスパム など 
 
４．参加者 

約６０名 
・JET 青年（青森県内 JET、県外 JET） 
・地方自治体・地域づくり活動関係者 



第３回JET地域国際化塾(in青森県) 実施概要

○オープニングガイダンス
JET地域国際化塾の趣旨や流れを説明

○基調講演
弘前観光コンベンション協会坂本崇事務局長による
「地域の魅力を発見・発信～青森の地域づくりの事例を通じて～」
をテーマとした講演により、地域の魅力についての理解を深める

○グループディスカッション
JET青年同士で自己紹介と地域の魅力について考えを共有

１日目（11月7日）

〇現地視察（津軽方面、南部方面）
地域づくりの現場を視察し、地域の魅力を肌で感じる

・津軽コース視察先
・弘前城観光ボランティアガイドの会
・禅林街・座禅体験
・弘前シードル工房「kimori」 など

・南部コース視察先
・絵馬のまち七戸街歩き
・農園カフェ「日々木」

・匠工房「南部裂織の里」 など

○グループワーク
基調講演、視察を踏まえ、地域の魅力発信を通じた
地域への貢献についての考えをグループで共有し、

発表資料にまとめる

２日目（11月8日）

○成果発表
地域の魅力発信を通じた地域への貢献についての
考えを班別に発表し、共有することで、各自の地域
活動への参加・貢献に対するイメージを広げる

３日目（11月9日）

JET地域国際化塾の目的

地域で生活するJET青年と、自治体・地域活動関係者との出会い・交流の場である「JET地域
国際化塾」を開催

○JET青年による地域への参加・貢献を促進
○外国人の視点を地域活性化に応用



成果発表の概要

★JET青年が県内視察を通じ魅力的だと感じたこと
○自然に関する魅力
・自然が織り成す美しい景色
・豊かな農作物、海産物

○地域の人々との交流
・地元を愛する活動的な方との出会い

○そこでしか味わえない味
・新鮮な海産物、とれたて野菜
・地域の農作物を使用した美味しくヘルシーな料理
・名産品を使った独創的な料理（例：りんごラーメン）

○地域特有の伝統的文化体験
・各地域に根ざした歴史ある文化体験（例：座禅、絵馬奉納、裂織体験）

JET青年が考える地域の魅力

JET青年が考える地域の魅力をつくる取組

★JET青年が次のような地域の魅力をつくる取組を企画・参加することを提案
○地域を題材にしたイベントの開催
・フォトロゲイニング（地域の決まったスポットを写真を撮って回るスタンプラリー）
・写真コンペ（地域の面白い写真を募集・審査し優勝者を決める）
・地域の歴史や特徴を活用したゲーム（例：馬の産地である七戸で、町にある馬にまつわる
ものを探し数を競うゲーム）

○地域の特産品を用いたイベントの開催
・りんごにまつわるゲーム（例：りんごの彫刻、りんごをもって走るリレー）
・地域の人から郷土料理の作り方を教わるイベント
・地元の野菜を収穫～調理をする料理イベント
・地元の文化体験と食をつなげたプログラム（例：裂織体験後、日本酒を味わうプログラムなど）

JET青年が考える地域の魅力の発信の方法・方策

★JET青年が次のような地域の魅力を発信する方法・方策を企画・実践することを提案
○インターネットでの情報発信
・FacebookやTwitter等のＳＮＳの活用
・世界で見られている旅行サイトを把握し情報を掲載
・グーグルマップへの情報掲載

○発信を促進する「人」の活用
・ソーシャルメディアインフルエンサー、ブロガーの招待
・JET青年のコミュニティや海外のコミュニティグループに拡散
・地元の高校生をアンバサダーに任命（若者のネットワーク活用）

○動画によるＰＲや文化のバーチャル体験サービスを作成（現地に来られなくても体験ができるように）
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